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※事務局記入欄 

№ 150 

【様式２】 

エントリー学校名：福島県二本松市立大平小学校 

活動名：学びと地域をつなぐ ～学校行事から始めるカリ・マネ～ 

解決すべき課題：  

・従来の学習発表会(学芸会)のねらい，児童にどんな力をつけるために学習発表会を行うのかが見えにくくなっ
ている部分があり，発表の練習時間が各教科の時数を圧迫している現状がある。新学習指導要領完全実施
に向けて，学習内容，行事の精選が一層求められる。【資料１︓SWOT分析】 
・地域に開かれた教育課程が求められる中，地域の材を有効に活かしきれていない。 

目標・方針：  
・学習発表会の内容を見直す。各教科の学びを活かした単元を構想し，学校行事と関連させることで，教科
時数を確保しながら，子どもの学びの成果を表す学習発表をつくることができるのではないだろうか。 
・地域と連携し，地域の材を生かしたカリキュラムマネジメントを行うことで，郷土を愛する心，郷土に関わろう
とする心を育成することができるのではないだろうか。 
活動内容：  
・伝達講習を行い，地域と児童をどのように関わりをもたせていくのか，それによりどのような学習効果が期待さ
れるのかを学校全体で共有した。 
・従来のステージ発表(劇，表現，合奏など)を見直し，各教科等の学習内容を活かした単元を構想した。 
・学校行事改善に取り組むことを受け，６学年ではまちづくりの提案発表をする「大平サミット」の単元を構想し
た。地域の方と双方向のやりとりをすることで，地域と共に創る学校行事を目指した。【資料２】【資料３】 
・教科横断的な学習を充実させたカリキュラムマネジメントにより，教育効果を最大限に高める。 
※国語科(町の幸福論)，総合的な学習の時間(地域学習)，学校行事(学習発表会)をつなぐ。 

活動の成果：  
・教職員，児童，保護者が，自分の地域について考える，知る，学ぶ機会とすることができた。地域と共に
子どもを育てる，地域と共に学ぶ一歩を踏み出すことができた。(アンケートから) 
・自分の住む地域に対する郷土愛，社会参画の意識を子どもたちに育むことができた。 
・各教科等の学びの成果を発表したため，イベント的な学校行事とは違い，他教科の時数を圧迫することなく
学習を進めることができた。教科横断的な視点で単元構想を立てたことで，学習後も自ら考え，動き出す姿
が見られ，学びが深まった。 
・「地域が好き」と答える児童が 20％増，「おうちの人は大平が好きだと思う」と答える児童が 15％増。(６学
年アンケート) 

アピールポイント（アイディアや工夫）：  
・地域連携担当教員を中心に、地域人材との連携をとることができ，新たな地域教材を見つけることができた。 
・６学年では，地域課題を扱うことで，地域との双方向のやり取りが実現し，課題に対して主体的に関わろう
とする思いを高めることができた。６学年の提案がきっかけとなり，学校と地域が連携しながら地域行事を作っ
ていこうとする意識が高まった。今年度から地域行事に関わらせていただくことになった。 
・学校として，６学年としての活動や実践を，多くの場で広めることができた。【資料４】 
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県教委主催「ふくしま教育創造コンソーシアム」で実践発
表。 
地区小教研研究物，市学力向上論文に出品し，地区
内にて実践発表を行った。 
児童の活動，アイデアを，「小中学生まちづくり大賞」に
出品し，銅賞入賞。 




